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解 説 
乳用種牡牛の現況とその利用（その３） 

畜 産 課 

◎乳用種牡牛の性能調査 

 乳牛を改良することは、乳業の泌乳能力や繁殖の

能力を高め、体型資質を改善し、不良は形質をなく

すことであります。そのためには牛の遺伝因子の組

合せを改良しなければなりません。そこで種牡牛を

かえて優秀な因子を導入することが必要になって参

ります。種牡牛が優秀な因子を持っているかどうか

を確めるには、その種牡牛から生まれた産犢を調べ

て、その父牛の遺伝力を推定しなければなりません。

この方法を後代検定と呼びます。この乳牛の後代検

定特に体型資質について種牡牛の改良効果を調査す

る方法、即ち種牡牛の性能調査のやり方について去

る８月９日、徳島県でホルスタイン登録協会の桝田

博士を招き研究会が開かれました。その概要を申上

げますと、 

１、母、娘を比較する方法 

 同種牡牛から生まれた娘達の必乳能力をその母親

達の能力と比べてみる方法です。この方法は、アメ

リカ、オランダ、西ドイツ、スイス、カナダ、デン

マーク等で実施されております。乳量だけを調査し

ている国と、体型も同時に調べておる国もあります。

大体５～15 組以上について調査しておるようです。

このやり方では、母、娘の検定を実施する時期にず

れがあり成績に時代差が現われる欠点があります。 

２、同期検定法 

 イギリスで実施されておる方法で、同種牡牛から

生まれた娘の泌乳能力の平均値を他の種牡牛の娘牛

群のものと比較してみる方法です。この方法は、ニ

ュージーランド、スエーデンで行なわれております

が、娘の数が多い場合でなければ実施出来ないと云

う欠点を以っております。 

３、娘牛群と牛群全体の平均値を比較する方法 

 これは同種牡牛の娘牛群の乳量平均値を、その国

の同時代の牛群全体の平均値と比べる方法で、検定

制度の普及した国でなければ出来ません。この方法

はフィンランド、スエーデンで行なわれております。 

４，娘牛のみを検定する方法 

 この方法は、日本、ノールウェーで実施されてお

ります。 

 以上４つの方法は何れも一長一短があります。昨

年、千葉県、埼玉県で実施された母娘比較法につい

て説明してみましょう。別表（１）の調査項目に従

って、母娘の体型を比較してみます。勿論事前に種

牡牛の体型をよく調べて詳らかに知っておく必要が

あります。 

 調査方法は、調査項目に従い母娘の適当な欄にマ

ークー、相以点を強度に従ってａ、ｂ、ｃ、ｄの４

段階に区別し○で囲みます。又その調査点が改良さ

れているならば３～－２に 

分けてその度合を○で囲みます。勿論－は改悪を意

味します。最後の欄の評点では概評点を以て母娘を

比べます。多くの調査例から改良されているもの、

同一水準のもの、悪くなっている所等に分けて集計

してみると種牡牛の改良効果が数字で現われる仕組

みになっております。 

 

◎パヴスト・ウオーカー・コバーク号の性能調査成

績 

 県は去る７月に独自の方法でパヴスト・ウオーカ

ー・コバーク号の性能調査をしました。御承知のよ

うに本牛は、県畜産課長が昭和 32年にアメリカから

購買した牛でありまして、その産犢８カ月以上のも

の74頭ばかりが生まれております。この内、邑久郡、

真庭郡、勝田郡の産犢 43 頭について調査しました。

対象牛は、生後８カ月から 20カ月までの未経産牛で

産乳成績は判りませんが、体型上に現われた改良効
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果を取纏めますと、 

 第１に、コバーク号の遺伝力は非常に強いと云う

ことです。前記の徳島県の性能調査の対象になった

カーネーション、ジュビレーション号（直輸入牛）

の産犢に現われた遺伝力に比べて著明な差があった

事を認めます。 

 第２に、産犢は何れも母牛に比べ体積のある特に

中躯の巾、伸び、深さと云う点において著るしい改

良効果を現わしておりました。又乳器においても将

来有望な乳器と認めたものが多かったですが、これ

は経産後再調査しなければ明言出来ません。 

 第３に欠点としては、顔、頸が短かく厚く、その

ために一見品位を乏しくしております。又薦骨が高

く、尾根部が太く、尻の型状の悪いものが多かった

ようです。又皮朕がやや厚めで被毛も荒い感じをう

けました。この点も経産後に変化する点でありまし

て資質の点は再調する必要があります。 

 要するにコバークの産犢を見た瞬間になる程と思

われる位よく似かよった共通した美点、欠点を持っ

ており、美点は乳牛の体型上重要な部位、即ち体積、

乳器と云った部分に現われており、欠点は直接必乳

能力に関係しない部分に現われておりまして、総体

に力強いどっしりした、実用的なタイプと云った感

じをうけました。調査牛が総べて若いものばかりで、

経産牛がなかったために、乳器、必乳能力は判りま

せんでしたが、将来調査を重ねて完全な成績を掴み

たいと考えております。 

 

◎おわりに 

 動物の遺伝現象は非常に複雑で、よい形質をもっ

た親の仔が必ずよい形質をもって生まれて来るとは

限りませんが、よい親からよい仔が生まれる可能性

は強いわけであります。形質には２つの考え方があ

りまして、その１は、形態形質で、他は生理的形質

（必乳、産卵等）であります。形態形質の遺伝につ

いてはメンデルの法則がよくあてはましますが、生

理的形質はこれを構成する因子の数が非常に多いこ

とと、環境の影響が大きいために、メンデリズムで

は説明できません。そこで近時集団遺伝学が発達し

て、メンデリズムを補いつつ統計学の応用により生

理的形質の遺伝について研究がされております。こ

の集団遺伝学の考えでは、乳牛の遺伝能力は体型 0.3、

必乳量 0.3～0.4、乳脂量 0.2～0.4、脂肪率 0.5～0.6、

の比率で仔に伝わり、残りの力（1.0 より引いた値）

は環境の力であるとしております。必乳能力に関し

ては、脂肪率のみが遺伝に大きく支配され、その他

は環境に支配されるわけです。必乳能力を高めるた

めには、環境を改善することが大切であります。如

何なる名牛も、飼育管理技術が拙いのでは、乳は出

ません。乳牛は、牛よりも腕が大切であるとも云え

ます。 

 農家や家畜商は、この牛は○○の系統牛で能力が

高いと云うことをよく云われますが、系統牛と云う

のは、系統繁殖によって出来た牛を云うので、祖先

に１頭位名牛が入っておっても、その系統と云うわ

けには参りません。真の意味の系統繁殖は、従兄弟

姉妹間、異母、叔母、姪間などの交配を云います、

したがって血液濃度が37.5パーセントのものが呼ば

れております。このように計画的に繁殖された牛は、

現在はほとんどおりません。系統と云う言葉は「血

統」の意味で使われており牛の宣伝に使われておる

場合が多いです。 

 乳牛は、必乳能力や 5,600 ㎏（30 石）程度のもの

が、最も経済的であると云われておりますが、本県

の乳牛は、4,700 ㎏（25 石）程度のものが多く能率

が悪いのです。そのため、牛乳の生産費が高くつき、

経営がやり難いのです。現在、乳牛は 19,100 頭に増

えておりますが、能率の悪い牛を飼っておっては、

農業経営の改善になりませんから、早く更新する必

要があります。そのために、ホルスタイン地区には

昨年度より７ヵ所に「産乳能力検定指導事業」のセ

ンターを設け、能力検定を始めました。又ジャージ

ー地区には、昭和 30年より「乳牛経済能力検定事業」

を実施しております。これらの事業は、泌乳成績を

調査取纏め、その能力を経済的に判断し、成績の悪

い牛を淘汰更新するための指導事業であります。 

 乳牛の改良には、優良な種牡牛を導入し、遺伝的

に能力を高めることも大切な事に違いありませんが、

この種の検定事業の普及によって牝牛の更新を図り、

能力のレベルを高め、環境を改善することがより以

上に重要であると云うことをお忘れないよう願いま

す。 （完）          （竹原宏技師） 
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